History of the Publisher's Association in Osaka in the Edo Period：Part 3；The Proactive Twenty Four Honya (Part 2) by Yamamoto, Hideki
岡山大学大学院社会文化科学研究科紀要第四十号（二〇一五・十一）
（12）
なり。礼は孝の品節なり。智は孝の神明也。信は孝の実也」 （ 『全集』第一冊、一三六頁と一八一～二頁）とあり、 「義」 「勇」に当たるのである。因みに、 「心の神明を知と云」 （ 『中庸小解』 、 『全集』第三冊、三五六頁） とあり、 「心の神明を良知と云。此良知は夜光の玉也。 」 「歌の注」 、 『全集』第五冊、三二頁）ともあ 、 「知 「智」は「良知」ともされている
十九、
 拙稿「朱子の「理」 」 （岡山大学『大学教育研究紀要』第十号、二○一四年）を参照。
二十、
 「五典十義」について、 『集義和書』 「心法図解」の「人道」に詳細な解説が記されている（ 『全集』第一冊、一三八頁） 。 『孟子』滕文公篇に「聖人有憂之、使契為司徒、教以人倫。父子有親、君臣有義、夫婦有別、長幼 序、朋友有信」とあり、 『礼記』 「礼運」 何謂人義。父慈、子孝、兄良、弟弟 夫義、婦聴、長惠 幼順、君仁、臣忠，十者謂之人義」とある。
二十一、
 この文の続きの文に 「愚拙自反慎独の功の内に向て受用となる事は、陽明の良知 発起に取、惑を辨る事は、朱子窮理の学により侍り」（ 『全集』第二冊、一四四頁）とある。 『集義和書』にも同様の記述が見え（ 『全集』第一冊、一八八頁と一八九頁） 、蕃山は、古の聖人の学を取り入れて用いるために、朱子と王陽明の学説をそれぞれ部分的に取り入れたのであ 。
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〈前回の補訂〉　　
　
前号（２） 、 （
10） 、 （
14）頁に引いた『鑑定録』 〔六〕享保八年、本屋
仲間行司設置を願い出た大阪の本屋仲間二十四名の連名中
17番めに高
麗橋二丁目の「正本屋九右
4
衛門」なる書籍商が出て、その都度、 『
以享
後保
大阪出版書籍目録』中に出版出願記録の残る正本屋（西沢氏）九左
4
衛
門かと付記したのであるが、この間、九左衛門の可能性はない確証があることに気付い 早速修 しておき い。
　　　　
一
　　
 九左衛門の所在は、前号来参照してい 塩村耕氏の一覧（すなわち元禄期）に「上久宝寺町三丁目（播磨町） 」 、また、 『
以享
後保大阪出版書籍目
録』に（すなわち享保以後）木挽南町、心斎橋木挽町中之町となっていて、 『鑑定録』が九右衛門の所在とした高麗 二丁目ではない。
　　
　
一方、大坂本屋仲間記録の『差定帳
000
』 〔四〕には享保十一
00
年五月十七
日付の本屋仲間加入
000000
の誓約書が含まれているが、その末尾に成立後の
0000
本屋仲間に加入
00
した書籍商五十八名の連名が含まれていて、木挽町中
0000
之町の正本屋九左衛門の名はその中にある
0000000000000000000
。すなわち、正本屋九右
4
衛
門は享保度の 格的本屋仲間成立前からの
0000
中核的二十四名のうちであ
り、正本屋九左
4
衛門はその成立後の加入
0000
者であって、この二人がまぎ
れようもないことは、注意が行き届いてさえいれば史料に書いてあることであった。
　　
　
こういうわけで、高麗橋二丁目の正本屋九右衛門は断じて木挽町中
之町の正本屋九左衛門ではないということにあいなった。
　　　　
二
　　
 ――などとくどくどと私に述べられるまでもなく、こんなことは――これらの所在 名前 組み合わせがありさえすれば――浄瑠璃にくわしい読者にとっては基本的常識に類することであったとも思われ、私はこの場で不明をわびるべきとも思われる。
　　
　
正本屋九右衛門は、すなわち近松浄瑠璃正本の出版書籍商として著
名な山本
00
九右衛門であったと解されてい
（１）
る。
　　
　
この山本九右衛門が二十四名のうちにいることについて述べるのは、
祐田善雄『浄瑠璃史論考』 （中央公論社、昭和五十年） 「近松浄瑠璃七行本の研究」 （初出昭和三十六年十二月『山辺道』八）で、山本九右衛門が元禄十一年八月の大阪の有力な板元二十四軒の重板類板の取締の請願に加わったことを記す。
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　
その依拠文献は、大坂本屋仲間記録を用いた
000000000000
蒔田稲城の『京阪書籍
商沿革史』 「大阪書籍商史」ならびに『
以享
後保大阪出版書籍目録』中の藤
井乙男「大阪書籍商仲間沿革略」で、双方ともに二十四名の一覧を元禄十一年の請願のことに懸けて紹介している。
　　
　
もちろん、本稿の立場からすれば、右の記述は正確には元禄十一年
の請願の結果を受けた享保八年時の当主名であると一旦は補足を入れるべきでもあるが、結果的に山本九右衛門の場合、元禄でも享保でもその名前にちがいはない。ただし、その所在地にはちがいが出
　　
　
今日、山本九右衛門の所在が高麗橋二丁目にあった時期があること
は、浄瑠璃本中飛び抜けて調査公開の進んでいる近松浄瑠璃のこととて、その諸版の奥付はいながらにして『正本近松全集』別巻一「近松浄瑠璃本奥書集覧」 （勉誠社、昭和五十五年）等で確認することができ、高麗橋二丁目の正本屋
0000000000
九右衛門が、重板山木
4
板に苦慮したことで知ら
れる、竹本座浄瑠璃 の独占出版人山本
00
九右衛門であるとすること
に間然するところはない。
　　
　
ただし、元禄期の山本九右衛門の所在は
00000000000000
高麗橋一丁目
000
であって、こ
れが二丁目
000
に移転する時期については近松浄瑠璃本奥付研究史上注意
を向けられる話柄でもあ （滝田貞治「近松 璃
（ママ）
瑠丸本奥附考」 『伝統
演劇瑣談』書物展望社、昭和十八年。一〇四頁。初出昭和八年『愛書』一、二） 。
　　
　
言うまでもなく前号来参照し続けている大坂 屋仲間記録『鑑定録』
はそれが享保八年には高麗橋 所在した
00000000000000000
ことを示している。
　　
　
ところで、近年、特に実際に全国に残る浄瑠璃本の実地調査にもと
づく研究を飛躍的に進展させた神津武男氏の研究「山本九右衛門の高麗橋二丁目への移転時期と、 署名「武田出雲掾清定」の初出資料」 （ 『浄瑠璃本史研究』八木書店、平成二十一年）によれば、浄瑠璃本諸版の奥付からの帰納では、その移転の年は享保十二年である（一六九頁） 。
　　
　
このように史料からの演繹と、諸版奥書からの帰納は、残念ながら
齟齬する。
　　
　
はたして史料に予想も付かないような問題が伏在する か。
　　
　
しかし、あるいは、その記載規定が公権によって定められてはいな
い段階における版本奥付の本屋所在地記載などというものが、移転を即座に反映して版木に手を加えなければならないほど厳密なも でなかったということを示しているとも考え得る（神津氏によれば享保十二年の奥付には、本屋所在地のほかに、座本の名称を変更しなければならないという、本屋にとっては重んずべき、自己以外のことに関わる重要な事由があ ） 。
　　
　
また、あるいは、版木を大量に所有せざるを得ず、そ 蔵、ひいて
はその敷地の大なることの必要が言われる本屋稼業 引越というもが、新旧両地を所有し続ける期間を有することはあり得ないこ ではなさそうに思われ、 ずか隣町の引越にすぎな 旧所在地表示 まましばらくを過ごしても実際上の不都合が生じなかった、 も。
　　
　
今の私は、この齟齬をいかにときほぐすべきかを定めるに足る材料
を持ち合わせない。――ので、参考までに、こ 件をめぐる枝葉末節
大阪本屋仲間の歴史（三）―元禄二十四人衆（中）
　 附
　山本九右衛門の高麗橋二丁目への移転、享保八年頃説の提示
―
　　
山本
　秀樹
（15）
の諸考を書き添えておく。
　　　　
三
　　
　
神津氏は先行説のひとつとして、 （懐かしい）時松孝文氏の「 ［本屋
列伝］
 　　　　　
  」 （ 『国文学
 解釈と教材の研究』平成九年九月、特
集「メディアは変わる／近世の出版―本屋と作者」 ）享保九年頃移転説をあげ（一六九頁） 、紙数の非常な制約のある雑誌記事ゆえに時松氏がその根拠を記さなかったことを惜しまれたが（一七二頁注（２） ） 、時松記事 くだんの享保九年頃移転 記す文、およびその文をふくむ段落は、文末に括弧でくくって大坂本屋仲間記録史料名（ 「出勤帳」 「裁配帳」 ）を参照表示してあり、享保九年頃移転説の根拠はお らく爾来参照中の大坂本屋仲間記録の記事だったろうと思われる。
　　
　
もちろん史料の八年が時松説で九年になることは即座には解せない
ところではある。しかし 右のように大坂本屋仲間記録史料名に取り囲まれた状態で記されることから、 が大坂本屋仲間記録以外のものであったとは考えられない。
　　
　
時松氏の享保九年頃
00000
説の実際の記述は「享保九年頃
00000
に高麗橋二丁目
に変宅し、おりからの大坂本屋仲間公認の願いに加わり
00000000000000000000
」 （傍点山本）
となっていて 大坂本屋仲間公認の願いも享保九年であったことになている。
　　
　
ここで大坂本屋仲間「公認」と表現されているのは、本稿では私が
願書の眼目を汲んで特に「行司設立」と表現し続けていると ろの一件であるが、この件に関し は「公認」と表現するのが従来研究史に
山本九兵衛
おいてはやや優勢である。
　　
　
大阪町奉行によってこの嘆願の結果が示されたのは、享保九年のこ
とであったから、時松氏が九年としたのにはそのことが関係しているもの 思われる。
　　
　
だが、連名が記される請願の時点は享保八年。時松氏の享保九年頃
移転説は、この限りにおいて享保八年頃移転説とされるべきである。
　　
　
あるいは享保九年頃移転説は、享保八年頃移転の単なる誤植説にす
ぎないのかもしれないが、幽明界を隔 た時松氏にそれをうかがうすべはもはやない。
　　
　
だが、あるいは、時松氏が大阪府立中之島図書館所蔵 原本を見、
享保八年請願時（ 『鑑定録』 〔六〕 ）の活字本所在表記の「弐丁目」が「弌丁目」の誤植であり、九年大阪全本屋仲間確立時の連名 在表記（ 『鑑定録』 〔九〕 ）の「弐丁目」とのちがいが山本九右衛門の移転時の考証に役立つことに気付いた、という事情であった可能性はまだ残ってる（しかし、それなら「享保九年頃に」 「おりからの大坂本屋仲間公認
0000000000000
の願い
000
」との表現は採らなさそうなものでもあるが） 。
　　
　
いずれにせよ、今現在府立中之島図書館は改修工事中で原本を閲覧
することはできない。
　　
　
この考察の決着の機会はあらためて得なければならない。
　　
四
　　
　
それにしても、八年にせよ九年にせよ、山本九右衛門移転年の史料
からの演繹は、神津氏の帰納とは齟齬する。
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山本九兵衛
おいてはやや優勢である。
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四
　　
　
それにしても、八年にせよ九年にせよ、山本九右衛門移転年の史料
からの演繹は、神津氏の帰納とは齟齬する。
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　
史料『鑑定録』の成立は天明四年（一七八四）である。その基幹部
は母胎史料『差定帳』からの抽出によって成立したはずである。
　　
　
この作業は、前号の注に記したように『差定帳』の母胎記事を一部
欠失させ、原形を損壊する結果を伴いつつ行われた、記事の編集移転作業であった。
　　
　『鑑定録』成立のための編集移転作業が行われる以前の、 原『差定帳』の最初の成立は元文四年（一七三九）である。
　　
　
山本九右衛門は明和二年（一七六五）に竹本座大字板株を吉川宗兵
衛に移譲してほどなく店を閉じ とされ（時松氏前掲記事） 、 『鑑定録』成立時 書肆山本九右衛門はもはや存在していない。
　　
　
それ以前、原『差定帳』の最初の成立時に書肆山本九右衛門は高麗
橋二丁目に所在している。
　　
　
元文四年成立の『差定帳』の享保期大阪全本屋仲間の成立記事に関
しては、 『差定帳』に転記された原文書があった ずで、 『差定帳』を成立させた元文期の行司たちが原文 の「弌丁目」を、うっかり当時の思い込みが目を曇らせて「弐丁目」として まうようなことも、起こるまいとも限らないこと よう 思う。
　　
　
しかしながら、これはもはや可能性のみを云々する空論であって、
これらを証明する手立てはも やあり得ようもないような話である。
　　
　
だが、率直に言って、従来この種の考察は、あまりにも単純に考え
られすぎなのだと思う。実際、現実をふりかえってみれば、そのほとんどは、証明しようもない出来事の連続で成 立っていると理解され
るはずだ。
　　
　
ともあれ、山本九右衛門の高麗橋二丁目への移転年次に関しては、
何か別の材料が出て来ない限り、 これ以上の詰めようはなさそうである。
　　　　
五
　　
なお、前提的事情を補足する。
　　
　
享保期確立の大阪全本屋仲間行司が作成した享保以後の出版出願記
録簿に正本屋山本九右衛門の出願記録が存在せず、一方、正本屋西沢九左衛門のはあったことが私のケアレスミスを誘発したのであった。山本 右 こと――と言うよりそ 裏面の（いや、喧伝される度合いからすれば、 こちらの方が表面と言うべきか）偽版山木
4
版のことは、
圡田衞先生の授業を通じて承知していたはずであったが、初心時代の不定な知識には、あるべきと ろに、あるはずのつながりというものが付いていないらしく、想起する とができなかった。
　　
　
大阪本屋仲間の出版出願記録に竹本座浄瑠璃正本の出版を独占した
正本屋九右衛門の出願記録が見えないのは 例の浄瑠璃正本の出版手続不
（２）
要のせいであろうが、一方において絵草紙屋系書肆の出版手続を
確認しがたい制度的問題と、出版物の伝存を確認しがたい状況をつくりだした価値観の問題が存在していて、正本屋九右衛門 はたして多角的積極出版活動を行わなかった人なのかどうかについては迂闊な即断をくだすことができない。
　　
　
むしろ、その判断の困難をもたらしている大阪絵草紙屋の歴史に関
しても、この大阪本屋仲間の歴史と同じく、史料的につ まえること
大阪本屋仲間の歴史（三）―元禄二十四人衆（中）
　 附
　山本九右衛門の高麗橋二丁目への移転、享保八年頃説の提示
―
　　
山本
　秀樹
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のできるその活動を正確に確認して、そこから推定さ る彼らの活動について記述しておく必要がある。
　　　
ひきつづき別稿を用意する心づもりである。
　　〈注〉
　　
（１）
 ちなみに、塩村耕氏前掲書「解説」でさまざまな大阪案内書の本屋に関する記載を引用紹介したなかに元禄五年三月版『
国諸買
物調方記』 （大坂大野木市兵衛・江戸同出見世）の記載を引用してその「大坂」の「浄るり太夫本屋」の項に「高らいばし
　
山
本九左
4
衛門」とあると記すが、さすがにこれは誤植ではない。
　　　　　
　
影印版『重宝記資料集成』三一（商業・地誌１） （臨川書店、
平成十九年）で見ても（三六頁） 、 『諸国買物調方記』 （渡辺書店、昭和四十七年）で見 も（四一頁） 、 （所蔵者 違える同板本の影印だから当然だが） 「山本九左衛門」と読むべき連綿に見える。
　　
（２）
 蒔田稲城氏前掲書の記述を承ける祐田善雄氏前掲 『浄瑠璃史論考』「近松浄瑠璃七行本の研究」二「七行本の開板」二一二頁。根拠史料を確認提示しながらの記述は神津武男氏前掲『浄瑠璃本史研究』第二章「浄瑠璃本の刊行日」第二節「初日後五十日とみた場合の疑問」一 出板手続き」 （初出平成十五年）参照。

（補訂終）
　　　　　　　　　　
四
　
ここまで、享保時に行司設立願いの主体となった二十四人の連名の
記録と、 塩村耕氏の積年の大阪出版書の書留を用いて、 彼らのうち誰々が元禄の重板類板禁止判決獲得時の二十四名のメンバーなのか、そしてそれらの人々がどのような出版書の版権利益を保守しようとしたのか、について確認した。　
そして、この頃には相合板（共同出版書）が普通にあったので、彼
らのそれぞれが誰とつながりを持っていた かを確認しようとしていた。　
以下に相合相手が〈二十四名のうち〉である者と〈二十四名以外〉
である者に分けて誰が誰と組んで何を出版したかを書き示す。　
さらに、相手が〈二十四名以外〉である者に関しては、その相手が
《他に出版物》が確認されていない者と《他に出版物》が確認されている者に分け、さらにまた《他に出版物》が確認されている者に関しては〈 《同一書肆と》 〉の間に出版物がある者、
〈 《自己（単独）の出版
物》 〉
、がある者、
〈 《出版物を多数》 〉持つ者――すなわち、単独板も、
その他書肆との相合も多数――に分けて、そ 名前と出版書名を書き示した。　
〈二十四名のうち〉
　　
３敦賀屋九兵衛
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５柏原屋清右衛門と『軽口御前男』元禄
16
　　
 ４吉文字屋市兵衛・５柏原屋清右衛門と『通俗呉越軍談』元禄
16
　　
４吉文字屋市兵衛
　　
24隅谷源右衛門・５柏原屋清右衛門と『産衣』元禄
11
　　
３敦賀屋九兵衛・５柏原屋清右衛門と『通俗呉越軍談』元禄
16
　　
５柏原屋清右衛門
　　
３敦賀屋九兵衛と『軽口御前男』元禄
16
　　
３敦賀屋九兵衛と『通俗呉越軍談』元禄
16
　　
24隅谷源右衛門・４吉文字屋市兵衛と『産衣』元禄
11
　　
12本屋（森田）庄太郎
　　
１池田 岡 三郎右衛門 合類外科衆方規矩』貞享３
　　
16小嶋勘右衛門と『万世大雑書』元禄８
　　
15伊丹屋茂兵衛と『明智軍記』元禄
15　
　　
13本屋（安井）嘉兵衛
　　
 豊嶋又兵衛・
14藤屋弥兵衛・雁金屋庄兵衛・
23油屋与兵衛と『西
国舟路名所記』元禄
15
　　
14藤屋弥兵衛
　　

13本屋（安井）嘉兵衛・豊嶋又兵衛・雁金屋庄兵衛・
23油屋与
兵衛と『西国舟路名所記』元禄
15
　　　

23油屋与兵衛・八尾甚左衛門・村上加兵衛・伊丹屋与兵衛・豊
嶋又兵衛・雁金屋庄兵衛と『難波丸』元禄９
　　　

23油屋与兵衛・八尾甚左衛門・村上加兵衛・中村新蔵・雁金屋
庄兵衛と『国花万葉記』元禄
10
　　
15伊丹屋茂兵衛
　　
12本屋庄太郎と『明智軍記』元禄
15　
　　
16小嶋勘右衛門
　　
12本屋（森田） 万世大雑書』元禄８
　　
23油屋与兵衛
　　

13本屋（安井）嘉兵衛・豊嶋又兵衛・
14藤屋弥兵衛・雁金屋庄
兵衛と『西国舟路名所記』元禄
15
　　　

14藤屋弥兵衛・八尾甚左衛門・村上加兵衛・伊丹屋与兵衛・豊
嶋又兵衛・雁金屋庄兵衛と『難波丸』元禄９
　　　

14藤屋弥兵衛・八尾甚左衛門・村上加兵衛・中村新蔵 雁金屋
庄兵衛と『国花万葉記』元禄
10
　　
24天王寺屋長左衛門（隅谷源右衛門が先代か）
　　
５柏原屋清右 門・４吉文字屋市兵衛と『産衣』元禄
11
　
〈二十四名以外〉
　　
《他の出版物なし》
　　
山川
 半右衛門（１池田屋三郎右衛門・
12本屋庄太郎と『合類外科
衆方規矩』貞享３）
　　
千種五兵衛（１池田屋三郎右衛門と『本朝二十不孝』貞享３）
　　
敦賀
 屋清助（３敦賀屋九兵衛・５柏原屋清 と『通俗呉越軍
大阪本屋仲間の歴史（三）―元禄二十四人衆（中）
　 附
　山本九右衛門の高麗橋二丁目への移転、享保八年頃説の提示
―
　　
山本
　秀樹
（19）
談』元禄
16）
　　
堺屋平右衛門（４吉文字屋市兵衛と『童子往来綱目』元禄
11）
　　
秋田屋治兵衛（４吉文字屋市兵衛と『童子往来綱目』元禄
11）
　　
小嶋九郎兵衛（
12本屋庄太郎と『礦石集』元禄６）
　　
吉田九左衛門（
12本屋庄太郎と『新撰万葉 ９
　　
村上
 加兵衛（
23油屋与兵衛・
14藤屋弥兵衛・八尾甚左衛門・伊丹
屋与兵衛・豊嶋又兵衛・雁金屋庄兵衛と『難波丸』元禄９、
23油屋与兵衛・
14藤屋弥兵衛・八尾甚左衛門・中村新蔵・雁
金屋庄兵衛と『国花万葉記』元禄
10）
　　　　
※
 『調方記』 「書林
并古本屋」 、 『丸』 「書林物之本屋
古本
」の項。
　　
伊丹
 屋与兵衛（
23油屋与兵衛・
14藤屋弥兵衛・八尾甚左衛門・村
上加兵衛・豊嶋又兵衛・雁金屋庄兵衛と『難波丸』元禄９）
　　
中村
 新蔵（
23油屋与兵衛・
14藤屋弥兵衛・八尾甚左衛門・村上加
兵衛・雁金屋庄兵衛と『国花万葉記』元禄
10）
　　　
《他に出版物あり》
　　　　
〈 《同一書肆と》 〉
　　
伊賀
 野弥兵衛（４吉文字屋市兵衛と『童子往来綱目』元禄
11、４
吉文字屋市兵衛と『庭訓往来』元禄
13）
　　
豊嶋
 又兵衛（
23油屋与兵衛・
14藤屋弥兵衛・八尾甚左衛門・村上
加兵衛・伊丹屋与兵衛・雁金屋庄 と『難波丸』元禄９、
13本屋嘉兵衛・
14藤屋弥兵衛・雁金屋庄兵衛・
23油屋与兵衛
と『西国舟路名所記』元禄
15）

　　　　
〈 《自己の出版物あり》 〉
　　
大黒屋喜左衛門（４吉文字屋市兵衛と『庭訓往来』元禄
13）
　　
『保養食物大成』元禄
11
　　
『童子往来万福宝蔵
　　
菊屋勘四郎（
14藤屋弥兵衛と『 〔女郎の名寄〕 』元禄３）
　　
※『丸』 （Ⅱ次本） 「書林物之本屋
古本
」の項。
　　
『誹諧番匠童』元禄３
　　
『曽我物語』元禄
11　
　　
八尾
 甚左衛門（
23油屋与兵衛・
14藤屋弥兵衛・村上加兵衛・伊丹
屋与兵衛・豊嶋又兵衛・雁金屋庄兵衛と『難波丸』元禄９、
23油屋与兵衛・
14藤屋弥兵衛・村上加兵衛・中村新蔵・雁金
屋庄兵衛と『国花万葉記』元禄
10）
　　　　
※
 『丸』 「書林物之本屋
古本
」の項。 『丸』 「経師屋」の項に見
える経師屋系の本屋。
　　　
 『西鶴置土産』元禄６（京、田中庄兵衛・江、万屋清兵衛と合）（西鶴本）
　　　
『西鶴俗つれ〴〵』元禄８（京、田中庄兵衛と合）
（ママ）

　　　　
〈 《出版物多数》 〉
　　　　
 （○を付けた書肆はさらに互いに相合出版物を持つ者たちで
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５柏原屋清右衛門と『軽口御前男』元禄
16
　　
 ４吉文字屋市兵衛・５柏原屋清右衛門と『通俗呉越軍談』元禄
16
　　
４吉文字屋市兵衛
　　
24隅谷源右衛門・５柏原屋清右衛門と『産衣』元禄
11
　　
３敦賀屋九兵衛・５柏原屋清右衛門と『通俗呉越軍談』元禄
16
　　
５柏原屋清右衛門
　　
３敦賀屋九兵衛と『軽口御前男』元禄
16
　　
３敦賀屋九兵衛と『通俗呉越軍談』元禄
16
　　
24隅谷源右衛門・４吉文字屋市兵衛と『産衣』元禄
11
　　
12本屋（森田）庄太郎
　　
１池田 岡 三郎右衛門 合類外科衆方規矩』貞享３
　　
16小嶋勘右衛門と『万世大雑書』元禄８
　　
15伊丹屋茂兵衛と『明智軍記』元禄
15　
　　
13本屋（安井）嘉兵衛
　　
 豊嶋又兵衛・
14藤屋弥兵衛・雁金屋庄兵衛・
23油屋与兵衛と『西
国舟路名所記』元禄
15
　　
14藤屋弥兵衛
　　

13本屋（安井）嘉兵衛・豊嶋又兵衛・雁金屋庄兵衛・
23油屋与
兵衛と『西国舟路名所記』元禄
15
　　　

23油屋与兵衛・八尾甚左衛門・村上加兵衛・伊丹屋与兵衛・豊
嶋又兵衛・雁金屋庄兵衛と『難波丸』元禄９
　　　

23油屋与兵衛・八尾甚左衛門・村上加兵衛・中村新蔵・雁金屋
庄兵衛と『国花万葉記』元禄
10
　　
15伊丹屋茂兵衛
　　
12本屋庄太郎と『明智軍記』元禄
15　
　　
16小嶋勘右衛門
　　
12本屋（森田） 万世大雑書』元禄８
　　
23油屋与兵衛
　　

13本屋（安井）嘉兵衛・豊嶋又兵衛・
14藤屋弥兵衛・雁金屋庄
兵衛と『西国舟路名所記』元禄
15
　　　

14藤屋弥兵衛・八尾甚左衛門・村上加兵衛・伊丹屋与兵衛・豊
嶋又兵衛・雁金屋庄兵衛と『難波丸』元禄９
　　　

14藤屋弥兵衛・八尾甚左衛門・村上加兵衛・中村新蔵 雁金屋
庄兵衛と『国花万葉記』元禄
10
　　
24天王寺屋長左衛門（隅谷源右衛門が先代か）
　　
５柏原屋清右 門・４吉文字屋市兵衛と『産衣』元禄
11
　
〈二十四名以外〉
　　
《他の出版物なし》
　　
山川
 半右衛門（１池田屋三郎右衛門・
12本屋庄太郎と『合類外科
衆方規矩』貞享３）
　　
千種五兵衛（１池田屋三郎右衛門と『本朝二十不孝』貞享３）
　　
敦賀
 屋清助（３敦賀屋九兵衛・５柏原屋清 と『通俗呉越軍
大阪本屋仲間の歴史（三）―元禄二十四人衆（中）
　 附
　山本九右衛門の高麗橋二丁目への移転、享保八年頃説の提示
―
　　
山本
　秀樹
（19）
談』元禄
16）
　　
堺屋平右衛門（４吉文字屋市兵衛と『童子往来綱目』元禄
11）
　　
秋田屋治兵衛（４吉文字屋市兵衛と『童子往来綱目』元禄
11）
　　
小嶋九郎兵衛（
12本屋庄太郎と『礦石集』元禄６）
　　
吉田九左衛門（
12本屋庄太郎と『新撰万葉 ９
　　
村上
 加兵衛（
23油屋与兵衛・
14藤屋弥兵衛・八尾甚左衛門・伊丹
屋与兵衛・豊嶋又兵衛・雁金屋庄兵衛と『難波丸』元禄９、
23油屋与兵衛・
14藤屋弥兵衛・八尾甚左衛門・中村新蔵・雁
金屋庄兵衛と『国花万葉記』元禄
10）
　　　　
※
 『調方記』 「書林
并古本屋」 、 『丸』 「書林物之本屋
古本
」の項。
　　
伊丹
 屋与兵衛（
23油屋与兵衛・
14藤屋弥兵衛・八尾甚左衛門・村
上加兵衛・豊嶋又兵衛・雁金屋庄兵衛と『難波丸』元禄９）
　　
中村
 新蔵（
23油屋与兵衛・
14藤屋弥兵衛・八尾甚左衛門・村上加
兵衛・雁金屋庄兵衛と『国花万葉記』元禄
10）
　　　
《他に出版物あり》
　　　　
〈 《同一書肆と》 〉
　　
伊賀
 野弥兵衛（４吉文字屋市兵衛と『童子往来綱目』元禄
11、４
吉文字屋市兵衛と『庭訓往来』元禄
13）
　　
豊嶋
 又兵衛（
23油屋与兵衛・
14藤屋弥兵衛・八尾甚左衛門・村上
加兵衛・伊丹屋与兵衛・雁金屋庄 と『難波丸』元禄９、
13本屋嘉兵衛・
14藤屋弥兵衛・雁金屋庄兵衛・
23油屋与兵衛
と『西国舟路名所記』元禄
15）

　　　　
〈 《自己の出版物あり》 〉
　　
大黒屋喜左衛門（４吉文字屋市兵衛と『庭訓往来』元禄
13）
　　
『保養食物大成』元禄
11
　　
『童子往来万福宝蔵
　　
菊屋勘四郎（
14藤屋弥兵衛と『 〔女郎の名寄〕 』元禄３）
　　
※『丸』 （Ⅱ次本） 「書林物之本屋
古本
」の項。
　　
『誹諧番匠童』元禄３
　　
『曽我物語』元禄
11　
　　
八尾
 甚左衛門（
23油屋与兵衛・
14藤屋弥兵衛・村上加兵衛・伊丹
屋与兵衛・豊嶋又兵衛・雁金屋庄兵衛と『難波丸』元禄９、
23油屋与兵衛・
14藤屋弥兵衛・村上加兵衛・中村新蔵・雁金
屋庄兵衛と『国花万葉記』元禄
10）
　　　　
※
 『丸』 「書林物之本屋
古本
」の項。 『丸』 「経師屋」の項に見
える経師屋系の本屋。
　　　
 『西鶴置土産』元禄６（京、田中庄兵衛・江、万屋清兵衛と合）（西鶴本）
　　　
『西鶴俗つれ〴〵』元禄８（京、田中庄兵衛と合）
（ママ）

　　　　
〈 《出版物多数》 〉
　　　　
 （○を付けた書肆はさらに互いに相合出版物を持つ者たちで
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ある。 ）
　
○古本
 屋清左衛門（伊丹屋太郎右衛門・
12本屋庄太郎と『天文図解
発揮』元禄
10）
　　　　
（
12本屋庄太郎と『毛詩草木鳥獣虫魚疏』元禄
11）
　　
※
 『調方記』 「書林
并古本屋」 、 『丸』 （Ⅱ次本とも） 「書林物之
本屋
古本
」の項。
　　　
『女諸礼集』延宝３（京、両替屋市三郎・大、本屋市右衛門と合）
　　
『
中懐難波すゞめ』延宝７（京、小嶋屋長右衛門と合）
　　
『禅林句集』貞享５跋（京、小佐治半右衛門と合）
　　
『
漢和八卦諸鈔大成』元禄８（京、小佐治半右衛門と合）
　　
『神代巻直指諺解』元禄
10（京、小佐治半右衛門と合）
　　
『庭訓往来』元禄ごろ（求板とあり）
　
○伊丹
 屋太郎右衛門（古本屋清左衛門・
12本屋庄太郎と『天文図解
発揮』元禄
10）
　　　　
※『丸』 （Ⅱ次本とも） 「書林物之本屋
古本
」の項。
　　
 ※『丸』二冊目「両替屋」の項に見える、両替屋仲間百五十五軒のうち、本仲間二十八軒に入る 梶木町
　
伊丹や太郎右
衛門」そ 人である。 『丸』Ⅱ次本によれば、豊後府内二万二千石、松平対馬守の銀掛屋で、梶木町 年寄（元禄十三年『大坂水帳寄帳』 ）を勤めた大店。
　　　
『天文図解』元禄２
　　
『名乗手鑑』元禄４
　　　
 『世間胸算用』元禄５（江、万屋清左衛門・京、上村平左衛門と合） （西鶴本）
　　　
 『年代記大絵抄』元禄５（江、伏見屋兵左衛門・京、伊賀屋久兵衛・吉野屋次郎兵衛と合）
　　　
 『重訂古暦便覧備考』元禄５（京、吉野屋次郎 衛・大和屋勘七郎と合）
　　　
『女重宝記』元禄５（江、万屋清兵衛・京、吉野屋次郎兵 と合）
　　
『
字大海節用和国宝蔵』元禄６（江、万屋清兵衛と合）
　　
『大戴礼記』元禄６（雁金屋庄兵衛と合）
　　
『改正婦人良方
　　
『真字百人一首』元禄８
　　
『禅関策進』元禄８
　　
 『世話重宝記』元禄８（江、万屋清兵衛・京、吉野屋次郎兵衛と合）
　　　
『謡秘伝抄』元禄
10
　　
『好色万金丹』元禄
10（再版）
　　
『座敷はなし』元禄
10（京、中野彦三郎と合）
　　
『科註仏説虚空蔵菩薩求聞持法経』元禄
11
　
○雁金
 屋庄兵衛（
23油屋与兵衛・
14藤屋弥兵衛・八尾甚左衛門・村
上加兵衛・伊丹屋与兵衛・豊嶋又兵衛と『難波丸』元禄９）
　　　　
 （大、
23油屋与兵衛・
14藤屋弥兵衛・八尾甚左衛門・村上加
兵衛・中村新蔵と『国花万葉記』元禄
10）
大阪本屋仲間の歴史（三）―元禄二十四人衆（中）
　 附
　山本九右衛門の高麗橋二丁目への移転、享保八年頃説の提示
―
　　
山本
　秀樹
（21）
　　　　
 （
13本屋嘉兵衛・豊嶋又兵衛・
14藤屋弥兵衛・
23油屋与兵衛
と『西国舟路名所記』元禄
15）
　　　　
 （
23油屋与兵衛・万屋仁兵衛・京、上村平左衛門と『御前義
経記』元禄
13）
　　　　
※『丸』 「書林物之本屋古本」の項。
　　
『本朝故事因縁』元禄２（江、万屋清兵衛と合）
　　
『残太平記』元禄３
　　
 『漢語大和故事 ４（京、上村平左衛門・江、万屋清兵衛・平野屋長右衛門と合）
　　　
 『大学金籝抄』元禄４（京、上村次郎兵衛・江、吹田 平と合）
　　　
『
諧誹わたまし抄』元禄５（西鶴跋）
　　
 『医道日用重宝記』元禄５（京、上村平左衛門・江、万屋清兵衛と合）
　　　
 『咲くやこの花』元禄５（江、万屋清兵衛・京、松葉屋平左衛門と合）
　　　
『当流囃謳』元禄５（江、万屋清兵衛・京、上村平左衛門と合）
　　
 『浮世栄花一代男』元禄６（江、 万屋清兵衛・大、 油屋宇右衛門・京、松葉屋平左衛門と合） （西鶴本）
　　　
 『難波みやげ』元禄６（江、万屋清兵衛・京、松葉屋平左衛門と合） （西鶴入る）
　　　
 『大戴礼記』元禄６（大、伊丹屋太郎右衛門と合）
　　　
『奈良土産』元禄７
　　
 『西鶴織留』元禄７（江、万屋清兵衛・京、上村平左衛門と合）（西鶴本）
　　　
 『
和古
漢今万宝全書』元禄７（江、 万屋清兵衛・大、 大塚屋仁左衛門・
網干屋九郎右衛門と合）
　　　
 『武家重宝記』元禄７（京、佐野九兵衛と合） （京、吉永七郎兵衛と合の別版あり）
　　　
 『和漢算法』元禄８（京、丸屋彦三郎と合）
　　
 『万の文反古』元禄９（京、上村平左衛門・江、万屋清兵衛と合）（西鶴本）
　　　
 『好色つは物揃』元禄９（京、松葉屋平左衛門・江 万屋清衛と合） （西鶴本『色里三所世帯』の改題本）
　　　
『高天鴬』元禄９
　　
『年中故事要言』元禄
10
　　
『仏の兄』元禄
12
　　
『和漢字府諺解釈』元禄
12
　　
『ふたつもの』元禄
14
　　
 『西国舟路名所記
15（刊記入れ木。大、
13安井嘉兵衛・
豊嶋又兵衛・
14藤屋弥兵衛・
23油屋与兵衛と合）
　　
近江屋次郎右衛門（
21小浜屋七郎兵衛と『難波鑑』延宝８）
　　
※『鶴』 「草子屋」 、 『調方記』 「浄るり太夫本屋」の項。
　　
『小野篁歌字尽』寛文２（住所なし）
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ある。 ）
　
○古本
 屋清左衛門（伊丹屋太郎右衛門・
12本屋庄太郎と『天文図解
発揮』元禄
10）
　　　　
（
12本屋庄太郎と『毛詩草木鳥獣虫魚疏』元禄
11）
　　
※
 『調方記』 「書林
并古本屋」 、 『丸』 （Ⅱ次本とも） 「書林物之
本屋
古本
」の項。
　　　
『女諸礼集』延宝３（京、両替屋市三郎・大、本屋市右衛門と合）
　　
『
中懐難波すゞめ』延宝７（京、小嶋屋長右衛門と合）
　　
『禅林句集』貞享５跋（京、小佐治半右衛門と合）
　　
『
漢和八卦諸鈔大成』元禄８（京、小佐治半右衛門と合）
　　
『神代巻直指諺解』元禄
10（京、小佐治半右衛門と合）
　　
『庭訓往来』元禄ごろ（求板とあり）
　
○伊丹
 屋太郎右衛門（古本屋清左衛門・
12本屋庄太郎と『天文図解
発揮』元禄
10）
　　　　
※『丸』 （Ⅱ次本とも） 「書林物之本屋
古本
」の項。
　　
 ※『丸』二冊目「両替屋」の項に見える、両替屋仲間百五十五軒のうち、本仲間二十八軒に入る 梶木町
　
伊丹や太郎右
衛門」そ 人である。 『丸』Ⅱ次本によれば、豊後府内二万二千石、松平対馬守の銀掛屋で、梶木町 年寄（元禄十三年『大坂水帳寄帳』 ）を勤めた大店。
　　　
『天文図解』元禄２
　　
『名乗手鑑』元禄４
　　　
 『世間胸算用』元禄５（江、万屋清左衛門・京、上村平左衛門と合） （西鶴本）
　　　
 『年代記大絵抄』元禄５（江、伏見屋兵左衛門・京、伊賀屋久兵衛・吉野屋次郎兵衛と合）
　　　
 『重訂古暦便覧備考』元禄５（京、吉野屋次郎 衛・大和屋勘七郎と合）
　　　
『女重宝記』元禄５（江、万屋清兵衛・京、吉野屋次郎兵 と合）
　　
『
字大海節用和国宝蔵』元禄６（江、万屋清兵衛と合）
　　
『大戴礼記』元禄６（雁金屋庄兵衛と合）
　　
『改正婦人良方
　　
『真字百人一首』元禄８
　　
『禅関策進』元禄８
　　
 『世話重宝記』元禄８（江、万屋清兵衛・京、吉野屋次郎兵衛と合）
　　　
『謡秘伝抄』元禄
10
　　
『好色万金丹』元禄
10（再版）
　　
『座敷はなし』元禄
10（京、中野彦三郎と合）
　　
『科註仏説虚空蔵菩薩求聞持法経』元禄
11
　
○雁金
 屋庄兵衛（
23油屋与兵衛・
14藤屋弥兵衛・八尾甚左衛門・村
上加兵衛・伊丹屋与兵衛・豊嶋又兵衛と『難波丸』元禄９）
　　　　
 （大、
23油屋与兵衛・
14藤屋弥兵衛・八尾甚左衛門・村上加
兵衛・中村新蔵と『国花万葉記』元禄
10）
大阪本屋仲間の歴史（三）―元禄二十四人衆（中）
　 附
　山本九右衛門の高麗橋二丁目への移転、享保八年頃説の提示
―
　　
山本
　秀樹
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 （
13本屋嘉兵衛・豊嶋又兵衛・
14藤屋弥兵衛・
23油屋与兵衛
と『西国舟路名所記』元禄
15）
　　　　
 （
23油屋与兵衛・万屋仁兵衛・京、上村平左衛門と『御前義
経記』元禄
13）
　　　　
※『丸』 「書林物之本屋古本」の項。
　　
『本朝故事因縁』元禄２（江、万屋清兵衛と合）
　　
『残太平記』元禄３
　　
 『漢語大和故事 ４（京、上村平左衛門・江、万屋清兵衛・平野屋長右衛門と合）
　　　
 『大学金籝抄』元禄４（京、上村次郎兵衛・江、吹田 平と合）
　　　
『
諧誹わたまし抄』元禄５（西鶴跋）
　　
 『医道日用重宝記』元禄５（京、上村平左衛門・江、万屋清兵衛と合）
　　　
 『咲くやこの花』元禄５（江、万屋清兵衛・京、松葉屋平左衛門と合）
　　　
『当流囃謳』元禄５（江、万屋清兵衛・京、上村平左衛門と合）
　　
 『浮世栄花一代男』元禄６（江、 万屋清兵衛・大、 油屋宇右衛門・京、松葉屋平左衛門と合） （西鶴本）
　　　
 『難波みやげ』元禄６（江、万屋清兵衛・京、松葉屋平左衛門と合） （西鶴入る）
　　　
 『大戴礼記』元禄６（大、伊丹屋太郎右衛門と合）
　　　
『奈良土産』元禄７
　　
 『西鶴織留』元禄７（江、万屋清兵衛・京、上村平左衛門と合）（西鶴本）
　　　
 『
和古
漢今万宝全書』元禄７（江、 万屋清兵衛・大、 大塚屋仁左衛門・
網干屋九郎右衛門と合）
　　　
 『武家重宝記』元禄７（京、佐野九兵衛と合） （京、吉永七郎兵衛と合の別版あり）
　　　
 『和漢算法』元禄８（京、丸屋彦三郎と合）
　　
 『万の文反古』元禄９（京、上村平左衛門・江、万屋清兵衛と合）（西鶴本）
　　　
 『好色つは物揃』元禄９（京、松葉屋平左衛門・江 万屋清衛と合） （西鶴本『色里三所世帯』の改題本）
　　　
『高天鴬』元禄９
　　
『年中故事要言』元禄
10
　　
『仏の兄』元禄
12
　　
『和漢字府諺解釈』元禄
12
　　
『ふたつもの』元禄
14
　　
 『西国舟路名所記
15（刊記入れ木。大、
13安井嘉兵衛・
豊嶋又兵衛・
14藤屋弥兵衛・
23油屋与兵衛と合）
　　
近江屋次郎右衛門（
21小浜屋七郎兵衛と『難波鑑』延宝８）
　　
※『鶴』 「草子屋」 、 『調方記』 「浄るり太夫本屋」の項。
　　
『小野篁歌字尽』寛文２（住所なし）
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 『蛙井集』寛文
11（清勝編の俳書。刊記に住所なし。版元とお
ぼしき京書林の句が入ることから当時は在京で、のち大坂に移住したものであろう）
　　　
『誹諧浜荻』寛文
12（住所なし）
　　
『二行節用集』延宝２（住所なし）
　　
『四十八願記あみだの本地』貞享１
　　
『新板老若男女かたぎ枕 貞享ごろか
　
○万屋
 仁兵衛（
23油屋与兵衛・雁金屋庄兵衛・京、上村平左衛門と
『御前義経記』元禄
13）
　　　　
（
23油屋与兵衛・油屋藤七郎と『寛闊曽我物語』元禄
14）
　　
『古今増補立花大全』元禄９（大、中林又兵衛と合）
　　
『色茶屋頻卑顔』元禄
11
　　
『新色五巻書』元禄
11
　　
『新二十四孝』元禄
12
　　
『世間胸算用』元禄
12（求板再版本） （西鶴本）
　
最後の五名、――すなわち古本屋清左衛門（※大阪案内書の記載あ
り） ・伊丹屋太郎右衛門（同前） ・雁金屋庄兵衛（同前） ・近江屋次郎右衛門（同前） ・万屋仁兵衛は、本格的書肆と認められるだけの出版点数を持ち、かつ二十四名のうちの十九名のうち 相合関係にある者たちである。　
なおかつ※記載を持つ四名は江戸時代前期の大阪案内書にも出る代
表的本屋たちと見てよい者たちでもある。　
すなわちどう見ても元禄期に大阪本屋の代表として重板類板禁止の
訴えを申し立てるのに充分な資格を持った者たちである。　
ただし、 『享保以後板元別書籍目録』で見る限り、このうちの古本
屋清左衛門（別称本屋清左衛門）は享保以後も出版出願を行っており（名称本屋清左衛門、同住所） 、元禄の二十四名に彼が入っていたとしたら、享保の二十四名にも入っ いなければおかしい。　
しかし、それ以外の四名――すなわち伊丹屋太郎右衛門（※記載あ
り） ・雁金屋庄兵衛（同前） ・近江屋次郎右衛門（同前） ・万屋仁兵衛の四名は享保以後にはもはや出版出願を行 ておらず、――すなわち彼らが元禄の二十四名であったとしたら、享保までには代替わりか、廃業によるメンバー交替が行われていなければいけない者たちである。　
もとより二十四名のうちの十九名がすべて相合関係にあるわけでも
なく、本格的出版業者と言えるほどの出版点数を持つわけでもないのだから、右に記した彼ら四名 出版状況がすぐさま彼らが元禄二十四名メンバー入りを保証するわけでも何でもないのだが、たとえ 彼らのような者たちがメンバーの有力候補であ こともまち いはないのである。　　　　　　　　　　
五
　
それより何より注意を喚起しておくことを忘れてはならない問題の
ように思われるのは、享保の二十四名のうちに、元禄版権訴訟中の被
大阪本屋仲間の歴史（三）―元禄二十四人衆（中）
　 附
　山本九右衛門の高麗橋二丁目への移転、享保八年頃説の提示
―
　　
山本
　秀樹
（23）
告人――すなわち元禄の二十四名に訴えられたはずの人間で、――ということはつまり元禄の二十四名には絶対に含まれているはずのない本屋――が、確実なもので一軒、推定をふくめて二軒、入っているということである。　
元禄十一年十月に裁判で訴えられた重板出版業者は和泉屋喜左衛
門・小嶋勘右衛門・天王寺屋源右衛門の三人である。　
このうちの和泉屋喜左衛門は塩村氏の一覧に見えないが、小嶋勘右
衛門はさきの
16、天王寺屋源右衛門はさきの
24に享保の長左衛門の先
代（あるいは先々代等）であることを推測した本屋である。　
くりかえすようだがこ 二 四名は享保の二十四名である。
　
これもくりかえすが元禄の二十四名にこれら二名の書肆が入ってい
たはずはなく、彼らは元禄の訴訟判決以後誰かに替わってこの地位を獲得したはずである。　
ここにどのような事情が介在 るのか、今のところ について考
える何らの材料も持ち合わせないわけだが、これはあまりにも奇妙な事態であると言えまいか。　
重板をしたというので訴えられた者たちが重板監視を行う側にいる
のである。　
もちろん版権が確保されるなら彼らにとっても利害は一致するわけ
で、版権軽視側から版権監視側にまわっていけないということ ないのだが 小嶋勘右衛門は元禄八年に
12毛利田庄太郎と『万世大雑書』
を相合板行しているし、天王寺屋長左衛門先代が源右衛門であるとし
て、それが隅谷であるとすれば彼は５柏原屋清右衛門・４鳥飼市兵衛と『産衣』を訴訟直前の元禄十一年六月、相合板行している。　
つまりは、彼らは訴えた側の二十四名とつきあいはあったはずで、
これはひょっとして彼らは示し合わせたグルだったのではあるま か　『鑑定録』の記事に明らかだが、和泉屋・小嶋・天王寺屋の重板書は、二十四名の本屋たちが重板類板の禁を奉行所に願い出たまさにその審議中に問題化している。　　
 書物板行の儀、中興まで銘々勝手に彫り候に付き渡世不便利候故、粗互いに申し合わせも仕り候へども、我々同志の事故行き届かず候に付き元禄十一年寅八月七日御願ひ申し上げ奉り候趣
　　　
 一
 、先年より、 「御公儀様仰せ出でられ候御法度の書物、並びに作者不正新作の書、板行仕るまじき」旨畏み奉り、堅く相守り来たり候事。
　　　
一
 、本屋共儀、重板類板仕り候ては、相互に渡世之さし支えに相成り、依之申し合わせも えども取締り無御座難渋仕り候。何卒御当地に於いて重 類板御停止被仰付被下候様
　　
 に願い上げ候所、保田美濃守様・永見甲斐守様・松平玄蕃守様御列座 て聞こし召し上げさせられ、同十二日同廿二日両度召し出され、八田伴右衛門様・仁木八郎右衛門様を以て子細御尋ね遊ばさせら 尚又追って召し出ださるべき旨仰せ付けられ候事。然る所池田屋三郎右衛門方之『弁々惑指南』之板行、和泉屋喜左衛門・小嶋勘右衛門・天王寺屋源右衛門、右三人 者ども重板致し
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 『蛙井集』寛文
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『二行節用集』延宝２（住所なし）
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12毛利田庄太郎と『万世大雑書』
を相合板行しているし、天王寺屋長左衛門先代が源右衛門であるとし
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候に付き同年十月廿六日、御月番永見甲斐守様へ御訴詔
（ママ）
申上候
所、同十一月九日、御月番松平玄蕃頭様へ右
（ママ）
廿四人その外本屋
残らず御召しにて八田伴右衛門様・山中刑部右衛門様御詮議の上、御前へ召し出させられ仰せ付けさせられ候は、 「重板之者ども不届きに相究め、これ 依って重板は絶板、並びに売り余りの本拾五部御取り上げ成され候。自今以後重板類 堅く停止申し付け候条きっと相守 、互いに申し分これなきように申し合わすべき」旨仰せ付けさせられ候。同十八日に右重板仕り候三人之者ども、絶板の割り板並びに有 本持参仕り、双方申し分これなき旨御帳面に連印形仕 候事。 （ 〔一〕 。傍線山本。引用は までと同じく『大坂本屋仲間記録』に拠っているが、字下げは本稿（一）注（６）で述べた理由により私に改めている。 ）
　
この重板具体例訴訟のおかげで重板損害の有りさまを具体に訴える
ことも印象づけることもできたはずで、あるいは、彼らの言動が重板側の身勝手を見事に印象づけたかもしれない。ともあれ、これは非常に都合がいいタイミングで行われ 重板だったわけである。　
彼らが相合関係にあることと言い、享保の二十四名に入り込んでい
ることと言い、訴える側と訴えられる側の狂言重板であった可能性はないわけではな と思う。　
それがいずれであるにせよ、問題なのは、元禄の二十四名が、享保
の名簿からまた二名減って われわれが補充候補としてさがさねばならない元禄書肆が五名から七名に増 てしまったことである。
　
それはすなわち、元禄の二十四名が享保の二十四名とは異なる理屈
によって構成された二十四名であることを示している。　
元禄の二十四名に追補すべき二名の候補者の像を描くとすれば、小
嶋勘右衛門・天王寺屋源右衛門を除いた二十二名中の大書肆の同族書肆とか、大書肆から暖簾分け独立させてもらった子分的書肆とかいうところがそれにふさわしい書肆像であろう。　
前掲「解説」 （六五三頁）において塩村氏は、大阪案内書に載る本
屋の名前――それは代表的本屋だったはずだから――の中に元禄の二十四名がいるはずであることを述べた。　　
 元禄度の連名は『難波丸』 （元禄九年四月）ないし『難波丸』Ⅱ次本（の「書林物之本屋

古本
」の項―山本補）に載る三十名と重
なるはずである。
　
しかし、ここまで確かめてきたように、実際には享保の二十四名の
内には正本屋山本九右衛門も確実に参加しているから、 ――これ 『難波丸』で言えば「書林物之本屋」の項のみならず、 「草紙屋」の項に含まれる本屋までもが二十四名中に参加しているということであり、さらに言えば、本稿 二十四名候補者としてあぶり出 た近江屋次郎右衛門も元禄五年『
国諸買物調方記』の「書林
并古本屋」ではない「浄
瑠璃太夫本屋」のうちである。――話はそれほど単純な話で な 。　
それに大阪案内書に見えるのは享保の二十四名中半数の十二名にす
ぎず（塩村氏前掲「解説」六五三頁、但し、村上嘉兵衛の可能性が記されていた本屋嘉兵衛をのぞいた数） 、実際には本稿で見たようにそ
大阪本屋仲間の歴史（三）―元禄二十四人衆（中）
　 附
　山本九右衛門の高麗橋二丁目への移転、享保八年頃説の提示
―
　　
山本
　秀樹
（25）
れ以外の書肆で元禄板行物が見える者が曲がりなりにも七名（安井嘉兵衛であった本屋嘉兵衛をふくめた数）想定できるわけで、これは到底元禄の二十四名が大阪案内書に必ず つかると言え ような比率ではない（さらに言えば、本稿で候補者としてあぶり出した万屋仁兵衛も大阪案内書に見えない） 。　
それでもしかし、二十四名中に占める比率から見ても、まず第一の
候補となる範囲が「 林物之本屋」であることは動かない。　
ひとまずは「書林物之本屋」からその候補をさがしてみるとすれば、
元禄期出版物があり、かつ享保以後の出願記録がない書肆を選び出すことになる。　
それは次の面々である。

（つづく）

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